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１．はじめに 

 本研究室では，学外との双方向のインターネットを目指したホームページの開発を目指している．

昨年の秋季年会で，サーバーによるExcelおよびJava Applet形式の計算・作図サービス（直線回

帰）について報告した１）．その後，プログラムをさらに改良し，使い易くしたので報告する． 

２．プログラムの改良点 

 実験値を半角コンマで区切って（ＣＳＶ形式），切り貼りで入力できるように改良した（図1，2）．ディ

スクに保存した多数のデータも容易に入力できる（半角数字で10文字×50値×３本線まで）．数値

の補正倍率とゼロ調整の入力欄を設けた．これにより，回帰分析の前に圧力や温度等の単位の変

換，AD変換値の物理量への換算等を可能にした．目盛を自動か，手動で設定できるように改良し

た．自動は以前と同じ方法であり，プログラムで実験値の最大値と最小値を調べて，実験点を全て

表示するように目盛を設定する．手動では目盛の最小値，最大値（Excelのみ），間隔を指定できる．

軸名や題名に全角文字を使用できるように改良した．利用者は，漢字コード（JIS第1・2水準，NEC

やIBMの拡張文字）をMS IMEやATOKから入力する．サーバーがこれをS-JISコードで受け取り，

Excel用のプログラムでは2byteのUTF-16後退コードに，Javaでは1～3byteのUTF-8前進コードに

変換してファィルに保存し，利用者に返送している．そのため，文字コードの辞書を作成し，学習機

能を付け，処理速度を向上させた．その他は前報１）とほぼ同じである． 

３．おわりに 

 Java形式の縦軸名，特に区切りのコンマが少し見にくい．しかし，何千個もの全角文字があるので，

文字を回転させて表示する処理はほとんど不可能である．教育学部のサーバーだけでなく，学外

のサーバーにも計算・作図プログラムを載せてサービスを開始した２）．学校の授業や自由研究等で

も利用できよう．今後は，利用者の希望を調査し，それに基づいたサービスも提供する予定である．

その他，酸－塩基滴定のシミュレーション（動画）をJava Appletで試作して公開した． 

 

 

図１ データ送信画面（Java形式，１本線）    図２ 返送された作図画面（Java形式，１本線） 
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